
PFOS含有消火薬剤の規制

一般事項

PFOSとは

「ピーフォス」あるいは「ピーエフオーエス」と読むもので、一部の消火器薬剤、泡消火薬剤

に含まれていた化学物質ペルフルオロ（オクタン－１－スルホン酸)又はその塩(えん)のこ

とです。

人への健康影響は現時点では報告されていませんが、難分解性であり、環境中に広く分

布していることが判明したことから、規制対象物質となりました。

具体的な運用指針については2010年10月1日より施行されております。

PFOSの取扱規制の対象者
業として消火器等を使用・取扱う者が該当します。

PFOS取扱い規制対象者例：

消防機関

防災業者

自衛防災組織 等

火災時の対応

火災時に使用することは問題ありません。



①保管について：

 保管方法、表示義務、保管品の点検義務、帳簿の作成 等

※泡薬剤タンク（貯蔵用タンク含む）、消火器については保管品に該当いたしませんので、上

記規制はありません。

②移替えについて：

 薬剤を容器等に移替え時の飛散、流出の防止義務

③譲渡・提供について：

 薬剤の譲渡、提供時の当該薬剤への表示義務

※譲渡・提供は、建物等の所有権の移動等を

想定した規制です。

④漏出について：

 漏出時の措置義務

 点検・訓練時の放出については放出した薬剤の回収義務があります。

PFOS含有消火薬剤の規制

規制事項

PFOS含有薬剤の取扱においては、主に下記4点について規制されます。
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PFOS含有消火薬剤の規制

PFOS含有消火器及び泡薬剤

別紙1の通りです。

泡消火薬剤の混合使用

指定薬剤に限り混合使用が可能です。

指定薬剤は別紙2の通りです。

点検基準の緩和

下記3項目の内いずれかを満足することを条件に、PFOS含有泡消火薬剤を使用した泡消火

設備については、総合点検時における発泡試験を、一斉開放弁からの模擬放射試験に代え

ることが可能となりました。

①泡消火薬剤が基準年から起算して、10 年（合成界面活性剤泡消火薬剤にあっては15 年）以

内であること。

②総合点検等により実際に泡放射を行い、消火薬剤の機能を確認してから3年以内であるもの。

③泡消火薬剤のサンプル検査によって、消火薬剤の機能を確認してから3年以内であるもの。



PFOS含有消火薬剤の規制

廃棄処理について

泡消火薬剤

廃棄処理については、廃掃法に則った処理をする必要があります。

PFOS含有薬剤等はアスベストのような特別管理廃棄物ではありませんが、環境省のガイド

ラインに沿った適正な処理を行う必要がありますので、当該泡消火設備のメーカーに依頼す

ることをお奨めいたします。

消火器

中性の強化液消火器の一部が該当します。

しかし、消火器については、*リサイクルシステムの問題で、現状は現場から移動できない状

況です（交換しても、旧消火器は現場から持ち出せない）。この件については現在、工業会に

て環境省と協議中です。

＊ご承知の通り、現在消火器は環境省の指導の下、リサイクル処理を行っております。



＜PFOS含有泡薬剤＞

別紙1PFOS含有消火薬剤の規制



＜PFOS含有消火器＞

別紙1PFOS含有消火薬剤の規制



別紙1PFOS含有消火薬剤の規制



別紙1PFOS含有消火薬剤の規制



＜ライトウォーターへの混合使用可能薬剤と泡ヘッド適合表＞

別紙2PFOS含有消火薬剤の規制



＜ライトウォーター以外の薬剤への混合使用可能薬剤と泡ヘッド適合表＞

別紙2PFOS含有消火薬剤の規制


